















































































































































の中核に位置づけておりまして 男女が共 仕事と子育てを両立できる環境の整備ですとか、あ いは女性の積極的登用等によりまして、すべて 女性が輝くことのできる社会づくりを目指 ているところでございます。そのために文部科学省と たしましては、教育、あるいは学習といったものを通じ 、女性 持つそれぞれの能力や可能性をいか 開花していただくかという支援をす
下田歌子研究所開所記念シンポジウム「下田歌子と現代女子教育」9






























































力いただきました実践女子学園井原理事長をはじめとする多くの関係者のみなさ 方、そして本日ご登壇のみなさ 方にお礼を申し上げますとともに、このシンポジウムがみなさ 方にとって意義大きいものとなり、下田歌子研究所が今後 すますご発展され、参加女子大学が
今後さらに女子教育の成果を上げられますことを
祈念いたしまして、私のご挨拶とさせて ただきます。どうもありがとうござい す。
（拍手）
伊藤
―
　
藤江様、ありがとうございました。
そ
れ
で
は
早
速、
竹
内
先
生
の
基
調
報
告「
下
田
歌
子
と
現
代
女
子
教
育」をうかがっていきた と思います。竹内先生 どうぞよろしくお願いいたします。
